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皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
で
あ
る
子
年
の
年
男
と
い
う
こ
と
で
、
僭
越

な
が
ら
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
一
九
八
四
年
（
昭
和
59
年
）
に
経
済
学
部
を
卒
業
、

現
在
大
成
建
設
（
株
）
人
事
部
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
卒
業
後
三
十
五
年
、
近
年
大
学
に
行
く
機
会

が
増
え
、
国
分
寺
駅
周
辺
や
大
学
構
内
の
変
わ
り
様
に
驚
く

と
共
に
正
門
前
の
坂
下
に
あ
っ
た
友
人
の
ア
パ
ー
ト
や
通
っ

た
定
食
屋
は
姿
を
消
し
、時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
令
和
元
年
と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

の
年
に
葵
友
会
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
式
典
・
懇
親
会
が
、

鈴
木
会
長
以
下
葵
友
会
役
員
、
大
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
り
多
数
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
輩
方
が
紡
い
で
く
だ
さ
っ
た
「
縁
と
絆
」
を
大

事
に
し
な
く
て
は
、と
心
新
た
に
す
る
素
晴
ら
し
い
時
間
を
、

母
校
開
学
の
地
に
弊
社
が
施
工
し
た
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
過
ご

せ
た
こ
と
は
誠
に
感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
の
台
風
十
五
号
、
十
九
号
が
列
島
を
襲
っ
た

爪
痕
は
深
く
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
刻
も
早
い
生
活
の
安

定
と
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
自
然
災
害
に
備
え
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
更
な
る
充
実
と
、
既
存
の
風
圧
力
や
水
量
想
定

で
は
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
温
暖
化
の
影
響
が
忍
び
寄
っ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
社
入
社
後
に
、
東
京
、
四
国
、
九
州
と
転
勤
を
重
ね
、

各
地
で
「
地
図
に
残
る
仕
事
」
や
か
け
が
え
の
な
い
友
人
に

巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博
多
で
は
葵
友
会
福
岡
支

部
の
若
手
会
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
同
窓
の
絆
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
仕
事
で
は
特
に
四
国
、
高
松
で
の
高
松
港
再

開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
新
会
社
立
ち
上
げ
か
ら
着
工
、

そ
し
て
開
業
ま
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
忘
れ
ら
れ
な
い
私

の
「
地
図
に
残
る
仕
事
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
仕
事
の
醍
醐
味
、
完
成
時
の
感

動
を
東
経
大
の
後
輩
に
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
味
わ
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
思
い
と
人
事
部
で
の
経
験
か
ら
、
毎
年
母
校

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
大
学
内
で
弊
社

向
け
の
採
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
の 

四
月
に
も
四
人
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
東
経
大
の
「
灯
」
を
消
さ
な
い
よ
う
先
輩
か

ら
の
襷
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
私
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

年
で
あ
り
、
新
た
な
「
地
図
に
残
る
仕
事
」
で
あ
る
新
国
立

競
技
場
、
馬
事
公
苑
等
で
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
達
が
躍
動
す
る
姿

を
み
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
地
図
に
残
る
仕
事
」
の
醍
醐
味
を
次
世
代
に

小
澤
　
正
宏
（
昭
59
）　


